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概 要
Redmine サーバを初めて使用するケースで、その設定を解説します。Redmine はプロジェクト管理

ツールです。当資料では 2つのプロジェクトを用いて説明しています。プロジェクト Xは開発案件、プロ
ジェクト Yは保守案件として説明しています。設定例は現場によって違いますので、参考程度としてお読
みください。
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1 概要
おおよその設定順序は次のようになっています。
1. SMTPの設定
2. 最初のアクセス
3. admin ユーザーのパスワードの変更
4. adminの個人設定
5. プロジェクトの追加
6. メンバーの追加
7. プロジェクトにメンバーを追加
8. トラッカー、ステータスそしてその他の設定

2 SMTPの設定
Redmineでメールを使用する場合、SMTP1の設定が必要です。SMTPの設定は使用環境に依存しま

すが、ここでは gmailの SMTPを利用する例を示します。gmailの SMTPを利用する必要条件は次の 3
点です。

• gmailのアカウントを持っている。（例：someone@gmail.com）
• 2段階認証を有効にしている。
• アプリパスワードでパスワードを取得している。（例：khdmydzbzzvplpph）
サーバにログインし、rootになって下記のように操作します。
# su - redmine

$ cd /var/redmine/config

$ vi configuration.yml

$ cat configuration.yml

production:

email_delivery:

delivery_method: :smtp

smtp_settings:

enable_starttls_auto: true

address: "smtp.gmail.com"

port: 587

domain: "smtp.gmail.com"

authentication: :plain

user_name: "someone@gmail.com"

password: "khdmydzbzzvplpph"

$ exit

# systemctl stop redmine.service; \

systemctl start redmine.service

#

1SMTP は Simple Mail Transfer Protocol の略です。 これは、インターネット上で E メールメッセージを送受信するために使
用される通信プロトコルです。 メールサーバーや他のメッセージ転送エージェント (MTA) は、SMTP を使用してメールメッセー
ジを送信、受信、中継します。
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3 最初のアクセス
RedmineはWEBブラウザ上で動作します。

• URL
http://192.168.12.145:3000

• 管理ユーザー ID / Password
admin / admin

最初の画面は図 1のようになっています。

図 1: 最初のアクセス画面

画面（図 1）右上のログインをクリックするとはログイン画面となります。（図 2）

図 2: 最初のアクセス画面

この画面で管理ユーザーの IDと Passwordを入力します。（図 3）

図 3: IDと Passwordの入力画面
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4 admin ユーザーのパスワードの変更
IDと Passwordを入力後に [ログイン]をクリックしますとパスワード変更画面が表示されます。（図

4）
最初のパスワードは固定ですので、Redmineシステムは、強制的にパスワード変更を要求します。

図 4: パスワード変更画面

現在のパスワードと新しいパスワードを入力します。（図 5）

図 5: パスワード変更入力

[適用]をクリックしますとパスワードが更新された結果が表示されます。（図 6）

図 6: パスワード変更後の画面
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5 adminの個人設定
adminのメールアドレスを設定し、[保存]をクリックします。（図 7）
システムに変更などがあった場合、adminのメールアドレスに通知が届きます。

図 7: adminのメールアドレス変更後の画面
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6 プロジェクトの追加
ヘッダメニューのプロジェクトをクリックすると、プロジェクト管理画面が表示されます。（図 8）

図 8: プロジェクト管理画面

図 8の緑の丸いボタン（＋マーク）の新しいプロジェクトをクリックすると、新しいプロジェクト作
成画面が表示されます。（図 9）名称と識別子は必須入力項目です。

• 名称
プロジェクト X

• 識別子
x-prjct

図 9: 新しいプロジェクト作成画面
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[作成]をクリックすると図 10のようになります。

図 10: 新しいプロジェクト作成後画面

再びヘッダメニューのプロジェクトをクリックすると図 11のように、プロジェクト管理画面に新しい
プロジェクトが表示されます。

図 11: プロジェクト管理画面

プロジェクト Xと同様にプロジェクト Yを作成すると図 12のように 2つのプロジェクトが表示され
ます。

図 12: プロジェクト管理画面
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7 メンバーの追加
ユーザー管理画面を表示するためにヘッダメニューの管理をクリックすると管理メニューが表示され

ます。（図 13）

図 13: 管理メニュー

管理メニューのユーザーをクリックするとユーザー管理画面が表示されます。（図 14）

図 14: ユーザー管理画面

新規ユーザーを登録する時、次の入力値を用意する必要があります。以下の項目は必須入力項目です。
• ログイン ID　（例：satotaro）
• 名前（姓）　（例：佐藤）
• 名前（名）　（例：太郎）
• メールアドレス　（例：satotaro@somewhere.jp）
• パスワード　（8文字以上　例：P@ssw0rd）
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図 14の緑の丸いボタン（＋マーク）の新しいユーザーをクリックすると、新しいユーザー作成画面が
表示されます。（図 15）

図 15: 新しいユーザー作成画面

図 15で [作成]をクリックして、ユーザーを新規作成します。（図 16）

図 16: 新しいユーザー作成完了画面
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再びユーザー管理画面（図 14）を表示すると新しいユーザー（satotaro）が作成されたことが表示さ
れます。（図 17）

図 17: ユーザー管理画面

satotaroと同様に suzujiroを新規登録すると図 18のようになります。

図 18: ユーザー管理画面
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8 プロジェクトにメンバーを追加
前章では新規プロジェクトと新規ユーザを登録しました。この章ではプロジェクトにメンバーを追加

する手順を説明します。
adminでログインすると adminのホーム画面（図 19）が表示されます。

図 19: adminホーム画面

ヘッダメニューの管理をクリックすると、管理メニューが表示されます。（図 20）

図 20: 管理メニュー

管理メニューのプロジェクトをクリックすると、プロジェクト管理画面が表示されます。（図 21）

図 21: プロジェクト管理画面
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図 21のプロジェクト Xをクリックすると、プロジェクト概要画面が表示されます。（図 22）

図 22: プロジェクト概要画面

図 22の設定タブをクリックすると、プロジェクト設定画面が表示されます。（図 23）

図 23: プロジェクト設定画面

図 23のメンバータブをクリックすると、メンバー一覧画面が表示されます。（図 24）

図 24: メンバー一覧画面
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図 24の新しいメンバーをクリックすると、メンバー設定画面（図 25）が表示されます。プロジェク
トに追加するメンバーにチェックを入れます。また、ロールにもチェックを入れます。

図 25: メンバー設定画面

図 25の追加ボタンをクリックすると、メンバー一覧画面（図 26）が表示されます。

図 26: メンバー一覧画面

同様に、プロジェクト Yにもメンバーを追加することができます。
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9 トラッカー、ステータスそしてワークフローの設定
トラッカーとは、チケットの大分類を表す項目、つまりチケットの種類です。
ステータスとは、トラッカーの状態（チケットの状態）を表すものです。
ワークフローとは、ステータスの遷移を制約するものです。現在のステータスから次のステータスへ

遷移する時にワークフローのチェックが入りますが、当ドキュメントの説明では大雑把なワークフローの
設定を用いていますので、制約無しの設定としています。

9.1 トラッカーの追加/変更
ヘッダメニュー [管理] - トラッカーをクリックすると、トラッカー一覧画面（図 27）が表示されます。

図 27: トラッカー一覧画面

初期状態は次の 3つのトラッカーとなっています。
1. バグ
2. 機能
3. サポート

新しいトラッカーや編集機能を使い、次の 6つのトラッカーとします。この 6つのトラッカーは一例
ですので現場に合ったトラッカーを用いてください。

1. WBS
開発：Work Breakdown Structure（作業分解構成図）のような表示で工程を管理
プロジェクト管理者が使用します。

2. タスク
開発：開発に必要な作業
作業担当者が使用します。

3. 不具合
開発：バグ等修正すべき問題点
作業担当者が使用します。

4. サポート
開発：成果物に直接結びつかない（ソースコードの変更が発生しない）支援業務
作業担当者が使用します。

5. 定期作業
保守：定期作業
作業担当者が使用します。

6. 依頼作業
保守：依頼作業
作業担当者が使用します。

ここでいう開発と保守とは以下のようなものです。
1. 開発
新規開発案件、リニューアル案件

2. 保守
メンテナンス、メールや電話による依頼作業、定期作業
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新しいトラッカーで、WBS、定期作業そして依頼作業などを作成すると図 28 のような表示になり、
ワークフローの設定を促されますが、ステータスの設定後にワークフローの設定を行います。

図 28: トラッカー一覧画面

9.2 ステータスの追加/変更
ヘッダメニュー [管理] - チケットのステータスをクリックすると、ステータス一覧画面（図 29）が表

示されます。

図 29: のステータス一覧画面

初期状態は次の 6つのステータスが設定されています。
1. 新規
2. 進行中
3. 解決
4. フィードバック
5. 終了
6. 却下
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新しいステータスや編集機能を使い、次の 21個のステータスとします。ここでは、開発用と保守用の
ステータスを用意します。これも一例ですので、現場に合ったステータスを使用してください。

1. （開発）新規
2. （開発）着手前
3. （開発）作業進行中
4. （開発）レビュー待ち
5. （開発）レビュー中
6. （開発）作業完了
7. （開発）フィードバック
8. （開発）終了
9. （開発）却下

10. （保守）未作業
11. （保守）一次返信済み
12. （保守）内容問い合わせ
13. （保守）作業中
14. （保守）作業済み（確認依頼待ち）
15. （保守）確認待ち
16. （保守）保留
17. （保守）再修正
18. （保守）追加修正
19. （保守）承認依頼予定
20. （保守）承認依頼完了
21. （保守）完了

新しいステータスをクリックし、新規ステータスを作成すると図 30のような表示になります。

図 30: ステータス一覧画面
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9.3 ワークフローの設定
図 28の画面で（編集）をクリックするとワークフロー設定画面（図 31）が表示されます。

図 31: ワークフロー設定画面

図 31の画面で編集ボタンをクリックするとワークフロー設定画面（図 32）が表示されます。

図 32: ワークフロー設定画面

図 32の画面にチェックを入れますと図 33のようになります。これは大雑把な設定ですので、全ての
ステータスに遷移できる設定になっています。

図 33: ワークフロー設定画面
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図 33の画面の [保存]をクリックしますと図 34のようになります。

図 34: ワークフロー設定画面

図 34は、トラッカーがWBSのワークフローの設定です。以下のトラッカーについても、同様に開発
用のステータスを用いてワークフローの設定を行います。

• タスク
• 不具合
• サポート

以下のトラッカーについては、保守用のステータスを用いてのワークフローを設定します。（図 35）
• 定期作業
• 依頼作業

図 35: ワークフロー設定画面
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10 プロジェクトに使用するトラッカーの設定
当資料ではプロジェクトを以下のようなものとして説明します。
プロジェクト名 案件 開始年月日 終了年月日
プロジェクト X 開発案件 2024-04-01 2024-08-31
プロジェクト Y 保守案件 2024-04-01 2025-03-31

図 36のように、プロジェクト Xの設定タブで説明を記述します。

図 36: プロジェクト設定画面

プロジェクト Yも同様に説明を記述しますと図 37のようになります。

図 37: プロジェクト一覧画面
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当資料では、開発用と保守用の 2種類のトラッカーを用意しています。開発用のトラッカーはプロジェ
クト Xのために、保守用のトラッカーはプロジェクト Yのために使用します。
図 38は、開発用WBSトラッカーをプロジェクト Xに設定しています。

図 38: プロジェクト XのためのWBSトラッカー設定画面

図 39は、開発用タスクトラッカーをプロジェクト Xに設定しています。

図 39: プロジェクト Xのためのタスクトラッカー設定画面

図 40は、開発用不具合トラッカーをプロジェクト Xに設定しています。

図 40: プロジェクト Xのための不具合トラッカー設定画面

図 41は、開発用サポートトラッカーをプロジェクト Xに設定しています。

図 41: プロジェクト Xのためのサポートトラッカー設定画面
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図 42は、保守用定期作業トラッカーをプロジェクト Yに設定しています。

図 42: プロジェクト Yのための定期作業トラッカー設定画面

図 43は、保守用依頼作業トラッカーをプロジェクト Yに設定しています。

図 43: プロジェクト Yのための依頼作業トラッカー設定画面

以上まとめますと図 44のようになります。

図 44: トラッカー一覧画面
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11 チケットの設定例
例えば、プロジェクト Xにチケットを作成するために、プロジェクト Xのチケットタブを表示します。

図 45: プロジェクト Xのチケット一覧画面

図 45の新しいチケットをクリックし、最初にプロジェクト Xの全体工程のチケットを作成します。入
力が完了したら、図 46左下の [作成]をクリックします。

図 46: チケット入力画面
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12 開発用ガントチャートの表示例
全体工程のチケットの作成と同様に以下のチケットを作成します。以下の例はウォーターフォール開

発の一例ですので、状況に合わせてチケットを作成してください。
• 要件定義
• 方式設計（基本設計）
• 詳細設計
• 実装（単体テスト）
• 結合テスト
• ステージング環境でのテスト
• リリース作業（各種資料作成を含む）

また、タスクのチケットも作成してガントチャートの表示例を示します。WBSとタスクを同時に表示
しますと分かりづらくなりますので、フィルタを用いて表示します。

図 47: ガントチャート（ステータス:すべて、トラッカー:WBS）

図 48: ガントチャート（ステータス:すべて、トラッカー:タスクまたは不具合）
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13 保守用ガントチャートの表示例
保守用のトラッカーは次の 2つです。

• 定期作業
• 依頼作業

保守用のステータスは以下のようになっています。
• 未作業
• 一次返信済み
• 内容問い合わせ
• 作業中
• 作業済み（確認依頼待ち）
• 確認待ち
• 保留
• 再修正
• 追加修正
• 承認依頼予定
• 承認依頼完了
• 完了

図 49は、保守用ガントチャート（依頼作業）の表示例です。

図 49: ガントチャート（ステータス:完了ではない、トラッカー:依頼作業）

チケット IDが#16の設定画面は図 50のようになっています。

図 50: チケットの設定画面例
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図 51 は、保守用ガントチャート（定期作業）の表示例です。表示範囲は 2024 年 4 月から 12ヶ月分
です。

図 51: ガントチャート（ステータス:すべて、トラッカー:定期作業）
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14 保守用チケット一覧表示例
図 52は、保守用チケット一覧表示例です。

図 52: 保守用チケット一覧表示（依頼作業）

図 53は、担当者を佐藤太郎に絞ったチケット一覧表示例です。

図 53: 担当者を佐藤太郎に絞ったチケット一覧表
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15 チケットに作業の詳細を記述する例
図 53のチケット ID#16をクリックするとそのチケットの内容（図 54）が表示されます。

図 54: ID番号 16のチケットの内容

図 54の右上と右下に鉛筆アイコンの編集があります。これをクリックすると図 55のような表示にな
ります。カーソルはコメントの編集エリアにあります。当該チケットに対するコメントを記述します。コ
メントの内容は、現在状況やアドバイスなど、自由に書き込むことができあます。

図 55: チケット編集画面
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図 55の画面ではチケットのプロパティの変更も行えます。題名の下の説明の右横に鉛筆アイコンの編
集があります。ここをクリックすることで、チケットの説明文を変更することもできます。

図 56: チケットの説明編集画面

例えば、図 57のような編集をし、[送信]をクリックしますと、図 58のような結果になります。

図 57: チケット編集画面
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図 58: チケット詳細画面

16 作業の引き継ぎについて
図 57の画面で、担当者も変更できます。担当者を変更するこでボールのやりとり（チケットのやりと

り）が可能となります。ボールを渡されたメンバーは、チケットの説明やコメントを見て、作業を引き継
ぐことができます。

図 59: チケットのプロパティ編集画面
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17 電話による依頼作業について
電話による依頼作業もあるケースが考えられます。電話を受けたメンバーがチケットを起票する際、次

の事項は必須となります。
• 電話を受けた日時
• 電話を受けた人の名前
• お客様名（依頼主のお名前）
• お客様電話番号
• 依頼内容
• 弊社担当者名（お客様から指名があった場合）

これら必須事項を図 60の説明部分に書いてもいいのですが、電話連絡のテキストエリアを設けた方が
わかりやすくなると思います。

図 60: 依頼作業のチケット登録画面

Redmineにはカスタムフィールドを追加する機能があります。

図 61: カスタムフィールド
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新しいカスタムフィールドを追加します。（図 62）

図 62: 新しいカスタムフィールドの作成

電話連絡用のカスタムフィールドを設定します。（図 63）

図 63: 電話連絡用のカスタムフィールドの設定

[保存]ボタンをクリックすると電話連絡用のカスタムフィールドが作成されます。

図 64: 電話連絡用のカスタムフィールド
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依頼作業の新しいチケット作成した時に電話連絡用のフィールドが表示されます。

図 65: 依頼作業のチケット作成画面

18 Redmineサーバーの構築について
当資料を作成するにあたり、Linuxサーバーを立ち上げ、その中に Redmineサーバーを設けています。

サーバーの構築については以下のページを参考にしてください。
https://half-of-string.com/redmine/setup
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